
大野市文化財保護審議会 議事録 

 

                         令和４年１月２８日（金） 

                         午前１０時から 

                         学びの里「めいりん」洋室中 

 

出席者 文化財保護審議会委員  ６名 

    生涯学習・文化財保護課 ４名 

 

会長挨拶 

  今年は文化財の防火査察が出来た。市の指定から県の指定に変わった屏風は非常

に素晴らしいものであった。管理もしっかりなされていたと思う。 

  地域計画がまとまりつつあるので確認していきたい。 

 

協議事項 

（１） 協議会等への委員の推薦について 

  ア 大野市結の故郷伝統文化認証審査会 

  杉本委員の了解と、審議会の了承を得た。 

  

 イ 大野市水環境推進協議会 

   任期：令和４年２月から令和１３年３月（予定） 

  杉本委員の了解と、審議会の了承を得た。 

 

 報告事項 

（１）文化財保存活用地域計画案について 

  パブリックコメントの実施結果について事務局より説明後、１２月１４日の審議会

以降に修正した内容について説明 

 

委員 前回指摘のあったところは修正されている。事業が多く記載されて

いるが、絵に描いた餅にならないようにしっかりと取り組んで欲しい。

事業は全て担当課で行うのか。 

事務局 関連部局で実施する措置も記載している。 

委員 新しい事業というか目玉となるようなものはあるのか。 

事務局 関係課では新規の取り組みもある。生涯学習・文化財保護課として

は文化財調査に取り組んでいく。計画書の６２ページにこれまでの調



査履歴を記載しているが、黒丸印の全地区の悉皆調査を行ったのは有

形文化財建造物だけで、その他は一部のみ調査で、計画作成後は順次

調査を行っていくことを考えている。 

令和４年度は市内の寺社や地区で管理する仏像や神像の所有者の調

査を行っていきたいと考えている。 

委員 資料編の化石産出のページを細かく見直し、修正して貰ったが、内

容を確認してまたお伝えする。 

委員 審議会では指定文化財を議題として取り上げているが、未指定の文

化財の取り扱いはどうなるのか。 

事務局 地域計画を推進するうえで、未指定の文化財も指定文化財と同様に

市の貴重な資源として扱う。未指定文化財を調査した結果、指定する

ということも出てくると思う。 

委員 資料編に載っていない仏像で貴重なものもある。しっかり調査して

欲しい。 

委員 審議は今回で最終か、今後はどのような予定か。 

事務局 文化財保護審議会での審議は今回までで、２月初旬に庁内で審議を

経て文化庁に提出するための計画書が作成される。７月の認定を目指

して申請を行っていく。 

   資料編に修正がある場合、反映させることで計画書案について了承を得た。 

 

 

（２）文化財防火査察について 

  事務局より１月２７日（木）実施の文化財防火査察の内容について報告 

 

その他 

１月２８日から歴史博物館で開催しているアンモナイト化石展示についてチラシ

を配布し企画展観覧について案内を行った。 


